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本書で勉強する方へ

　日本語を勉強するとき、土台となるのは語彙と漢字と文法です。聞く、話す、読む、書く、
どの分野でも、知っている言葉の数が多ければ多いほど、それが力となります。
　では、言葉を知るというのはどういうことでしょうか。ただ聞いたり読んだりしたと
きに意味がわかるというだけではなく、その言葉を使って話したり書いたりできて初め
て、その言葉が本当に身についたと言えるのではないでしょうか。実際に使うとなると、
「この名詞には『する』がつくのか？」「一緒に使う助詞は？」「他のどんな言葉とよく一
緒に使うのか？」など、様々な疑問が湧いてくるでしょうが、普通の国語辞書は、あま
りこれらの疑問に答えてくれません。
　本書はこれらの疑問に答えるため、『耳から覚える日本語能力試験語彙トレーニング』
N３・N２・N１をまとめ、辞典の形にしたものです。学習者の方が語彙に関する知識
を深め、使えるようになることを願って作りました。教える立場にいる方々にも、参考
にしていただけるものと思います。

本書について

１　 N ３レベル以上の語彙の中から、使用頻度の高いもの、使い方に注意を必要とする
ものを選び、50 音順に並べました。

２　言葉の意味ごとに、例文と、英語、中国語、韓国語、ベトナム語の訳がついています。
３　 コロケーション（連語＝よくひとまとまりになって使われる表現）を重視し、 連 には

なるべく多くの情報を盛り込むようにしました。また、合成語、対義語、類義語、
関連語など、見出し語に関係のある言葉を多く提示しています。

４　巻末に分野ごとの語彙をまとめた付録が付いています。参考にしてください。
５　 全ての見出し語と、最初の例文を読み上げた音声がダウンロードできます。下の
URLにアクセスしてダウンロードしてください。（PC専用）

　　［アルクダウンロードセンター　http://www.alc.co.jp/dl/］

記号、表記などについての注意
①
見出し語の品詞
　[ 名 ]名詞　[ 動 ]動詞　[ イ形 ]イ形容詞　[ ナ形 ]ナ形容詞　[ 副 ]副詞　[ 連 ]連体詞　
　[ 接 ]接続詞　

アイコンなど
　 連  連語　　よくひとまとまりになって使われる表現
　 合  合成語　他の語とくっつき、一つになった言葉
　 対  対義語　反対の意味の言葉
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　 類  類義語　意味がよく似ている言葉
　 関  関連のある言葉
　 慣  慣用的な表現
　（名）名詞　（動）動詞　（イ形）イ形容詞　（ナ形）ナ形容詞　（副）副詞　（連）連体詞
　〈自〉自動詞　〈他〉他動詞
　☞ 本書中の見出し語にある他動詞／自動詞
　ガ倒れる／ヲ倒す　 ガ／ヲはそれぞれの動詞が自動詞／他動詞であることを表す
　⇔　対義語であることを表す
　 ★　 ★と数字は見出し語の難易度を表す。★３から★１までの三段階で表示されている。

ひらがな、漢字の表記は★の段階にあわせ、読みやすいものにしている。

②
例

③
見出し語には漢字表記も併記したが、それが常用漢字でない場合には出していない。ま
た、例文中ではひらがな表記にしたものもある。

見出し語の品詞と
レベルを表す

ここに見出し語が入る→感覚が鋭い

①②両方の意味の連語

①の意味の関連語

注意する助詞を表す

本書中に見出し語（「くっつける」の自動詞）があることを表す

②の意味の連語、合成語

★ 1
★ 2
★ 3
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7R�WKH�UHDGHU
7KH�IRXQGDWLRQV�RI�VWXG\LQJ�-DSDQHVH�DUH�YRFDEXODU\��NDQML�DQG�JUDPPDU��7KH�PRUH�

ZRUGV�\RX�NQRZ��WKH�PRUH�VWUHQJWK�\RX�KDYH�LQ�HDFK�DVSHFW�RI�WKH�ODQJXDJH��OLVWHQLQJ��
VSHDNLQJ��UHDGLQJ�DQG�ZULWLQJ��

6R�ZKDW�GRHV�µNQRZLQJ�ZRUGV¶�PHDQ"�<RX�GR�QRW�NQRZ�RU�IXOO\� OHDUQ�D�ZRUG�LI�
\RX�KDYH�RQO\�XQGHUVWRRG�WKH�PHDQLQJ�MXVW�IURP�KHDULQJ�RU�UHDGLQJ�LW�±�WKLV�GRHV�QRW�
KDSSHQ�XQWLO�\RX�KDYH�VSRNHQ�RU�ZULWWHQ�WKH�ZRUG��:KHQ�\RX�DFWXDOO\�XVH�D�ZRUG��\RX�
PD\�KDYH�D�QXPEHU�RI�TXHVWLRQV�VXFK�DV�µ'RHV�WKLV�QRXQ�XVH『する』"¶�µ:KDW�SDUWLFOH�
GR�,�XVH�ZLWK� LW"¶�RU� µ:KDW�RWKHU�ZRUGV�DUH�RIWHQ�XVHG�ZLWK� LW"¶�-DSDQHVH� ODQJXDJH�
GLFWLRQDULHV�GRQ¶W�XVXDOO\�SURYLGH�WKH�DQVZHUV�WR�WKHVH�TXHVWLRQV��

,Q�RUGHU�WR�DQVZHU�WKHVH�TXHVWLRQV��WKLV�ERRN�LV�GHVLJQHG�LQ�WKH�VW\OH�RI�D�GLFWLRQDU\�
DQG�LQFRUSRUDWHV『耳から覚える日本語能力試験語彙トレーニング��-DSDQHVH�/DQJXDJH�
3URILFLHQF\�7HVW�9RFDEXODU\�7UDLQLQJ�±�/HDUQ�E\�/LVWHQLQJ』1����1�� ��1��� ,W�ZDV�
FUHDWHG�LQ�WKH�KRSH�WKDW�VWXGHQWV�RI�-DSDQHVH�ZLOO�IXUWKHU�WKHLU�NQRZOHGJH�RI�YRFDEXODU\�
DQG�EHFRPH�DEOH�WR�XVH�LW��:H�DOVR�KRSH�WKDW�WHDFKHUV�ZLOO�EH�DEOH�WR�XVH�WKLV�ERRN�DV�D�
UHIHUHQFH�

About this book
��� 9RFDEXODU\�IURP�1��OHYHO�DQG�DERYH�KDV�EHHQ�VHOHFWHG�DFFRUGLQJ�WR�IUHTXHQF\�RI�
XVH�DQG�ZKHWKHU�WKHUH�DUH�VSHFLDO�SRLQWV�WR�QRWH�DERXW�XVDJH�DQG�LW�LV�OLVWHG�LQ�WKH�RUGHU�
RI�WKH����FKDUDFWHU�NDQD�V\OODEDU\�
��� (DFK�ZRUG�KDV�D�PRGHO�VHQWHQFH�DQG�(QJOLVK��&KLQHVH��.RUHDQ�DQG�9LHWQDPHVH�
WUDQVODWLRQV�
��� (PSKDVLV�LV�SODFHG�RQ�FROORFDWLRQV��IUHTXHQWO\�XVHG�H[SUHVVLRQV��DQG� 連 LQFOXGHV�DV�
PXFK�LQIRUPDWLRQ�DERXW�WKH�ZRUG�DV�SRVVLEOH��0DQ\�ZRUGV�WKDW�DUH�FRQQHFWHG�WR�WKH�HQWU\�
VXFK�DV�FRPSRXQG�ZRUGV��DQWRQ\PV��TXDVL�V\QRQ\PV�DQG�UHODWHG�ZRUGV�DUH�DOVR�FLWHG�
��� 7KHUH�LV�DQ�DSSHQGL[�DW�WKH�HQG�RI�WKH�ERRN�ZLWK�YRFDEXODU\�JURXSHG�E\�JHQUH��7KLV�
FDQ�EH�XVHG�DV�D�UHIHUHQFH�
��� <RX�FDQ�GRZQORDG�DXGLR�YHUVLRQV�RI�DOO�HQWULHV�DQG�WKH�¿UVW�PRGHO�VHQWHQFH�IRU�HDFK�
HQWU\��7R�GRZQORDG��SOHDVH�XVH�WKH�OLQN�EHORZ���1RW�FRQ¿JXUHG�IRU�PRELOH�GHYLFHV�
［$/&�'RZQORDG�&HQWHU　KWWS���ZZZ�DOF�FR�MS�GO�］

Points to note about symbols and notations
①
(QWU\�SDUW�RI�VSHHFK
[ 名 ] QRXQ　[ 動 ] YHUE　[ イ形 ] L�DGMHFWLYH　[ ナ形 ] QD�DGMHFWLYH　[ 副 ] DGYHUE　
[ 連 ] DGQRPLQDO�DGMHFWLYH　[ 連 ]FRQMXQFWLRQ　

,FRQV
連  FROORFDWLRQ　IUHTXHQWO\�XVHG�H[SUHVVLRQ
合  FRPSRXQG�ZRUG　FRPELQDWLRQ�ZLWK�DQRWKHU�ZRUG�WR�SURGXFH�D�QHZ�ZRUG
対  DQWRQ\P　ZRUG�ZLWK�WKH�RSSRVLWH�PHDQLQJ
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類  TXDVL�V\QRQ\P　ZRUG�ZLWK�D�YHU\�VLPLODU�PHDQLQJ
関  UHODWHG�ZRUG
慣  LGLRPV
（名）QRXQ　（動）YHUE　（イ形）L�DGMHFWLYH　（ナ形）QD�DGMHFWLYH　（副）DGYHUE　
（連）DGQRPLQDO�DGMHFWLYH
〈自〉LQWUDQVLWLYH�YHUE　〈他〉WUDQVLWLYH�YHUE　☞ WUDQVLWLYH�LQWUDQVLWLYH�YHUE�LQ�HQWULHV
ガ倒れる／ヲ倒す　ガ／ヲ�GHQRWHV�WUDQVLWLYH�LQWUDQVLWLYH�IRU�HDFK�YHUE
⇔　GHQRWHV�DQWRQ\P
★　 ★�DQG�QXPEHU�GHQRWHV�OHYHO�RI�GLI¿FXOW\�RI�HQWU\��7KHUH�DUH�WKUHH�OHYHOV�RI�
GLI¿FXOW\��★ � WR�★ ���7KH�XVH�RI�KLUDJDQD�RU�NDQML�LV�PDWFKHG�WR�WKH�★� OHYHO�IRU�
HDVH�RI�UHDGLQJ�

②
0RGHOV

③
(QWULHV�DUH�LQ�KLUDJDQD�DQG�WKH�NDQML�LV�DOVR�SURYLGHG��H[FHSW�IRU�QRQ�-R\R�NDQML��6RPH�
HQWULHV�DUH�ZULWWHQ�LQ�KLUDJDQD�LQ�PRGHO�VHQWHQFHV�

Entry part of speech 
and level of dif!culty

Placement of entry→感覚が鋭い Collocations and compound
 words for the meaning of ②

Collocations for the meanings of both ① and ②

Words related to the meaning of ①

Particles to take special note of 

Related entry (transitive verb for 「くっつける」 ) included in this book

★ 1
★ 2
★ 3
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あい　ヲ愛スル [ 名 ]
★3【 ORYH�

爱／사랑하다
\rX 】

・私
わたし

は｛家
か

族
ぞく

／自
し

然
ぜん

／国
くに

　…｝を愛
あい

している。　・神
かみ

への愛
あい

合  ＿情
じょう

、＿読
どく

書
しょ

、＿国
こく

心
しん

　 対  憎
にく

しみ　 関  ヲ憎
にく

む

あいかわらず　相変わらず [ 副 ]
★3【 DV�XVXDO��XQFKDQJHG�

照旧，仍旧，跟往常一样／여전히 , 변함없이
QKѭ�EuQK�WKѭӡQJ��QKѭ�PӑL�OҫQ 】

・あの女
じょ

優
ゆう

は、年
とし

を取
と

った今
いま

も相
あい

変
か

わらずきれいだ。
・久
ひさ

しぶりに会
あ

ったが、彼
かの

女
じょ

の気
き

の強
つよ

さはあいかわらずだった。

あいしょう　相性 [ 名 ]
★1【 FRPSDWLELOLW\

缘分，相合／궁합
WѭѫQJ�WtQK��Vӵ�KӧS�QKDX 】

・占
うらな

いによると、私
わたし

と
4

彼
かれ

は相
あい

性
しょう

がいいらしい。
・うちのチームはあのチームとは相

あい

性
しょう

が悪
わる

く、負
ま

けることが多
おお

い。
連  ＿がいい⇔悪

わる

い、＿が合
あ

う、＿がぴったりだ

あいず　ガ合図（ヲ）スル [ 名 ]
★3【 VLJQDO�

信号／신호
UD�KLӋX 】

・友
とも

達
だち

に
4

目
め

で｛合
あい

図
ず

する／合
あい

図
ず

を送
おく

る｝。
連  ＿を送

おく

る

あいせき　ガ相席スル [ 名 ]
★1【 VKDULQJ�D��UHVWDXUDQW��WDEOH��ZLWK�VRPHRQH�\RX�

GRQ¶W�NQRZ�／（与别人）同坐一桌／합석
FKXQJ�EjQ 】

・小
ちい

さな店
みせ

では、昼
ひる

時
どき

は相
あい

席
せき

になることもよくある。
・〈店

てん

員
いん

が客
きゃく

に〉「すみません、ご相
あい

席
せき

お願
ねが

いできますか」
連  ＿になる

あいつぐ　ガ相次ぐ [ 動 ]
★1【 WR�KDSSHQ�RQH�DIWHU�WKH�RWKHU��WR�IROORZ

相继发生，连续不断／잇따르다
QӕL�WLӃS 】

・今
ことし

年は台
たい

風
ふう

の上
じょう

陸
りく

が相
あい

次
つ

いで、大
おお

きな被
ひ

害
がい

が出
で

た。
・相
あい

次
つ

ぐ汚
お

職
しょく

事
じ

件
けん

に、国
こく

民
みん

の怒
いか

りは頂
ちょう

点
てん

に達
たっ

した。
［（副）相

あい

次
つ

いで］・仲
なか

の良
よ

い友
ゆう

人
じん

が相
あい

次
つ

いで結
けっ

婚
こん

し、遊
あそ

び仲
なか

間
ま

が減
へ

ってしまった。

あいて　相手 [ 名 ]
★3【 RWKHU�SHUVRQ��RSSRQHQW�

对方，对手，对象／상대 , 상대방
ÿӕL�SKѭѫQJ 】

・相
あい

手
て

の目
め

を見
み

て話
はな

す。　・今
こん

度
ど

の試
し

合
あい

の相
あい

手
て

は強
つよ

そうだ。
合  話

はなし

＿、結
けっ

婚
こん

＿、相
そう

談
だん

＿



アイデア／アイディア　 [ 名 ]
★3【 LGHD�

主意，点子，想法／아이디어
ê�WѭӣQJ 】

・いいアイデアが浮
う

かんだ。
連  ＿が浮

う

かぶ、＿を思
おも

いつく　 合  グッド＿

あいにく [ 副 ]
★2【 8QIRUWXQDWHO\

不凑巧，偏巧／공교롭게도 , 마침
NK{QJ�PD\ 】

・古
ふる

い友
ゆう

人
じん

に電
でん

話
わ

をかけたが、あいにく彼
かのじょ

女は留
る

守
す

だった。
・あいにくの雨

あめ

だったが、旅
りょ

行
こう

は楽
たの

しかった。

あいま　合間 [ 名 ]
★１【 EUHDN��VSDUH�PRPHQW

间歇／틈 , 짬 , 사이
WKӡL�JLDQ�UҧQK��WKӡL�JLDQ�WKҧQK�WKѫL 】

・仕
し

事
ごと

の合
あい

間
ま

に、病
びょう

気
き

の母
はは

に電
でん

話
わ

をかけた。
・勉
べん

強
きょう

の合
あい

間
ま

を見
み

てメールをチェックする。
連  ＿を見

み

て、合
あい

間
ま

合
あい

間
ま

に

あいまいな [ ナ形 ]
★2【 DPELJXRXV��YDJXH

模棱两可，含糊／애매하다
NK{QJ�U}�UjQJ 】

・社
しゃ

長
ちょう

は辞
じ

任
にん

についてあいまいな態
たい

度
ど

をとった。　・あいまいな｛表
ひょう

現
げん

／言
い

い方
かた

　…｝
・あの日

ひ

のことは記
き

憶
おく

があいまいだ。　・重
じゅう

要
よう

な問
もん

題
だい

をあいまいにしてしまう。
連  ヲあいまいにする　 合  あいまいさ　 対  はっきりした／している、明

めい

確
かく

な、明
めい

白
はく

な
類  あやふやな

あう　ガ合う [ 動 ]
★３【 �H\HV��PHHW��FRLQFLGH��PDWFK��VXLW���FDOFXODWLRQ��LV�

FRUUHFW／碰上；合得来；相配；一致／맞다 , 어울
리다／ JһS��KӧS��Vӣ�WKtFK��ê�NLӃQ«�ÿ~QJ��WtQK�WRiQ�】

①・ふと顔
かお

を上
あ

げると、先
せん

生
せい

と
4

目
め

が合
あ

ってしまった。
②・彼

かの

女
じょ

とは｛意
い

見
けん

／話
はなし

／趣
しゅ

味
み

／気
き

　…｝が合
あ

わない。
③・このスーツに

4

合
あ

うネクタイがほしい。
④・何

なん

度
ど

やり直
なお

しても計
けい

算
さん

が合
あ

わない。
☞ 〈他〉合

あ

わせる

あう　ガ遭う [ 動 ]
★2【 HQFRXQWHU��PHHW�ZLWK

遭遇，遇上／당하다 , 겪다
JһS�QKDX 】

・交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

に
4

遭
あ

ってけがをした。　・困
こん

難
なん

に遭
あ

ってもあきらめてはいけない。

あ行

13

か行

さ行

た行

な行

は行

ま行

や行

ら行

わ行
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～あう　～合う
互
たが

いに～する 【 >&RLQFLGH��(DFK�RWKHU@�GR�a�HDFK�RWKHU�WRa
双方互相⋯⋯／서로 ~ 하다
F�QJ�QKDX 】

　いいあう　ヲ言い合う [ 動 ]
★2【 DUJXH

争吵，争论／서로 말하다 , 말다툼하다
QyL�YӟL�QKDX��WUDQK�FmL 】

   ・言
い

いたいことを言
い

い合
あ

って、最
さい

後
ご

に仲
なか

直
なお

りした。　

 　  （名）言
い

い合
あ

い（例
れい

．最
さい

初
しょ

はふつうに話
はな

していたが、そのうち激
はげ

しい言
い

い合
あ

いにな

     った。）

　はなしあう　ヲ話し合う [ 動 ]
★2【 GLVFXVV

谈话，对话／서로 의논하다 , 이야기를 나누다
QyL�FKX\ӋQ�F�QJ�QKDX 】

   ・「暴
ぼう

力
りょく

はいけない。話
はな

し合
あ

って解
かい

決
けつ

しよう」　  （名）話
はな

し合
あ

い

アウトドア [ 名 ]
★1【 RXWGRRU

户外／아웃도어 , 야외
QJRjL�WUӡL 】

・休
きゅう

日
じつ

には、アウトドアの活
かつ

動
どう

を楽
たの

しんでいる。　・彼
かのじょ

女はアウトドア派
は

だ。
合  ＿活

かつ

動
どう

、＿スポーツ　 対  インドア

あえて [ 副 ]
★1【 WR�JR�DV�IDU�DV��GHOLEHUDWHO\

敢，勉强，不见得／감히 , 굳이 , 일부러
PҥQK�GҥQ 】

①・会
かい

議
ぎ

で誰
だれ

も何
なに

も言
い

わないので、あえて反
はん

対
たい

意
い

見
けん

を述
の

べてみた。 　 類  強
し

いて

②・ あえて断
ことわ

るまでもないと思
おも

うが、これは一
いっ

般
ぱん

論
ろん

であって、全
すべ

ての事
じ

例
れい

にあては
まるわけではない。

　※「不
ふ

必
ひつ

要
よう

」という意
い

味
み

の表
ひょう

現
げん

と一
いっ

緒
しょ

に使
つか

う。　 類  特
とく

に、わざわざ

あおぐ　ヲ仰ぐ [ 動 ]
★1【 WR�ORRN�XS��DVN�IRU��UHVSHFW／仰望，请求，尊

为／쳐다보다 , 청하다 , 우러러보다
QKuQ�OrQ��WKӍQK�JLiR��W{Q�NtQK 】

①・夜
よ

空
ぞら

を仰
あお

ぐと、きれいな月
つき

が出
で

ていた。 合  ヲ仰
あお

ぎ見
み

る　 関  仰
あお

向
む

け⇔うつ伏
ぶ

せ

②・電
でん

話
わ

で課
か

長
ちょう

に
4

指
し

示
じ

を仰
あお

いだ。　・｛教
おし

え／判
はん

断
だん

／援
えん

助
じょ

　…｝を仰
あお

ぐ。
③・私

わたし

は大
だい

学
がく

時
じ

代
だい

の指
し

導
どう

教
きょう

授
じゅ

を、今
いま

でも師
し

と仰
あお

いでいる。 慣  師
し

と仰
あお

ぐ

あおぐ　ヲ扇ぐ [ 動 ]
★1【 WR�IDQ

扇（风）／부치다
TXҥW 】

・エアコンを使
つか

わず、うちわや扇
せん

子
す

で扇
あお

いで夏
なつ

を過
す

ごした。

あかじ　赤字 [ 名 ]
★2【 GH¿FLW

赤字／적자
WKkP�KөW 】

・今
こん

月
げつ

は支
し

出
しゅつ

が多
おお

く、家
か

計
けい

は赤
あか

字
じ

｛だった／になった｝。
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連  ＿になる、＿が出
で

る・＿を出
だ

す　 合  財
ざい

政
せい

＿　 対  黒
くろ

字
じ

あがる　ガ挙がる [ 動 ]
★1【 WR�JR�XS��WXUQ�XS��EH�OLVWHG��LQFUHDVH／举起，举

出，提名，取得，列出，找到／오르다 , 드러나다／
ÿѭӧF�JLѫ�OrQ��ÿѭӧF�ÿѭD�UD��ÿѭӧF�ÿӅ�Fӱ 】

①・司
し

会
かい

者
しゃ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると、多
おお

くの手
て

が挙
あ

がった。
②・ようやく犯

はん

人
にん

につながる証
しょう

拠
こ

が挙
あ

がった。
③・この映

えい

画
が

はアカデミー賞
しょう

の候
こう

補
ほ

として名
な

前
まえ

が挙
あ

がっている。
④・毎

まい

月
つき

100 万
まん

円
えん

の利
り

益
えき

が挙
あ

がっている。
☞ 〈他〉挙

あ

げる

～あがる　～上がる
１）上

うえ

へ移
い

動
どう

する、上
じょう

方
ほう

へ向
む

けて～する 【 >5LVH��8S@�JR�XSZDUG��GR�a�XSZDUG／⋯⋯上，
⋯⋯起来／위로 이동하다 , 위쪽을 향해 ~하다
ÿL�OrQ��GL�FKX\ӇQ�OrQ�WUrQ 】

　とびあがる　ガ飛び上がる [ 動 ]
★2【 MXPS�XS

跳起来／펄쩍 뛰다 , 뛰어오르다
EұW�OrQ 】

   ・飛
と

び上
あ

がって喜
よろこ

ぶ。　・驚
おどろ

いて飛
と

び上
あ

がった。 　※比
ひ

喩
ゆ

的
てき

に使
つか

うことが多
おお

い。

　もえあがる　ガ燃え上がる [ 動 ]
★2【 EOD]H�XS

燃起，烧起／타오르다
FKi\�E�QJ�OrQ 】

   ・｛火
ひ

／闘
とう

志
し

／恋
こい

心
ごころ

　…｝が燃
も

え上
あ

がる。

２）十
じゅう

分
ぶん

に～する、ひどく～する 【 >5LVH��8S@�GR�a�FRPSOHWHO\��GR�a�YHU\�PXFK
完全，激烈地，⋯⋯得厉害／충분히 ~ 하다 , 
아주 ~ 하다／ OrQ��WăQJ 】

　はれあがる　ガ晴れ上がる [ 動 ]
★2【 FOHDU�XS

（天气）放晴／맑게 개다
OjP�ViQJ�Wӓ� 】

   ・晴
は

れ上
あ

がった秋
あき

空
ぞら

　ひあがる　ガ干上がる [ 動 ]
★2【 GU\�XS

干枯，干涸／완전히 말라붙다
NK{�OrQ 】

   ・｛池
いけ

／湖
みずうみ

／川
かわ

　…｝が干
ひ

上
あ

がる。

３）完
かん

了
りょう

する 【 >5LVH��8S@�FRPSOHWH
完成，结束，做完了／완료되다 , 끝나다
KRjQ�WKjQK 】

　できあがる　ガでき上がる [ 動 ]
★2【 >5LVH��8S@�FRPSOHWH

做完，做好／완료되다 , 끝나다
KRjQ�WKjQK��[RQJ 】

   ・料
りょう

理
り

ができ上
あ

がった。

　 類  ガ／ヲ完
かん

成
せい

する　（名）でき上
あ

がり（例
れい

．でき上
あ

がりを見
み

て満
まん

足
ぞく

する。）

あきらかな　明らかな [ ナ形 ]
★2【 FOHDU��REYLRXV

明显，清楚，显然／분명하다 , 명백하다
U}�UjQJ 】

・事
じ

故
こ

の原
げん

因
いん

は明
あき

らかではない。　・明
あき

らかに彼
かれ

はうそをついている。
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連  ガ明
あき

らかになる・ヲ明
あき

らかにする　 類  はっきりした、明
めい

確
かく

な、明
めい

白
はく

な

あきらめる　ヲあきらめる [ 動 ]
★2【 DEDQGRQ��JLYH�XS

断念，死心／단념하다 , 체념하다
Wӯ�Eӓ 】

・大
おお

けがをして、プロのサッカー選
せん

手
しゅ

になる夢
ゆめ

をあきらめた。
類  ヲ断

だん

念
ねん

する　（名）あきらめ→　＿がいい⇔悪
わる

い、＿がつく

あきる　ガ飽きる [ 動 ]
★3【 EH�WLUHG�RI�

腻烦，厌烦／질리다 , 싫증 나다
FKiQ��QJiQ 】

・好
す

きなものでも、毎
まい

日
にち

食
た

べると飽
あ

きてしまう。　・もうこのゲームに
4

はあきた。

あきれる　ガあきれる [ 動 ]
★2【 EH�GLVJXVWHG�>VKRFNHG@

惊讶，愕然／어이가 없어 놀라다 , 기가 막히다
FKiQ�JKpW 】

・新
しん

入
にゅう

社
しゃ

員
いん

があまりにものを知
し

らないので、あきれてしまった。
・ 彼
かれ

の非
ひ

常
じょう

識
しき

な態
たい

度
ど

に
4

あきれた。
合  ガあきれ返

かえ

る

あく　ガ空く [ 動 ]
★３【 �D�KROH��RSHQV��EH�YDFDQW��EH�DYDLODEOH／有洞，

有窟窿；空着；有空，有时间／나다 , 비다
Fy�Oӛ�WKӫQJ��UҧQK�UӛL��WUӕQJ��JKӃ��SKzQJ���� 】

①・くつしたに穴
あな

が空
あ

いてしまった。
②・「その席

せき

、空
あ

いていますか」　・〈不
ふ

動
どう

産
さん

屋
や

で〉「空
あ

いている部
へ

屋
や

はありませんか」
　 合  空

あ

き部
べ

屋
や

、空
あ

き地
ち

　 関  空
くう

席
せき

、空
くう

室
しつ

　（名）空
あ

き→　＿がある⇔ない

③・平
へい

日
じつ

は忙
いそが

しいですが、土
ど

曜
よう

日
び

なら空
あ

いています。 合  空
あ

き時
じ

間
かん

対  ①～③ガふさがる　☞ 〈他〉空
あ

ける

あくしゅ　ガ握手（ヲ）スル [ 名 ]
★3【 KDQGVKDNH�

握手／악수
EҳW�WD\ 】

・コンサートで歌
か

手
しゅ

と
4

握
あく

手
しゅ

した。

アクセス　ガアクセススル [ 名 ]
★1【 DFFHVV

访问，交通／액세스 , 접근
WUX\�FұS 】

①・この会
かい

場
じょう

はアクセスが悪
わる

く、車
くるま

がないと行
い

くことができない。
　 連  ＿がいい⇔悪

わる

い　 合  交
こう

通
つう

＿

②・〈インターネット〉芸
げい

能
のう

人
じん

のブログに
4

アクセスする。

アクセント [ 名 ]
★2【 DFFHQW��VWUHVV��HPSKDVLV

重音，语调；着重点／악센트
JLӑQJ 】

①・ 「おかあさん」のアクセントは、「か」の音
おと

にある。　
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　 連  ＿をおく　 関  イントネーション

②・この絵
え

は単
たん

調
ちょう

なので、もっとアクセントをつけた方
ほう

がよい。
　 連  ＿をつける、＿をおく、＿が強

つよ

い⇔弱
よわ

い

あくまで（も） [ 副 ]
★1【 WR�WKH��ELWWHU��HQG

彻底，到底／끝까지 , 어디까지나
NLrQ�WUu��QJRDQ�Fӕ��WӟL�F�QJ 】

①・こんなひどい差
さ

別
べつ

に対
たい

しては、私
わたし

はあくまで戦
たたか

うつもりだ。 　 類  徹
てっ

底
てい

的
てき

に

②・会
かい

議
ぎ

で話
はな

し合
あ

うとしても、決
けっ

定
てい

権
けん

はあくまで（も）社
しゃ

長
ちょう

にある。
③・空

そら

はあくまでも青
あお

く、澄
す

み切
き

っていた。 　 類  どこまでも、完
かん

全
ぜん

に

あくる　明くる [ 連 ]
★1【 QH[W��IROORZLQJ

次，第二／다음
WLӃS��WLӃS�WKHR 】

・先
せん

週
しゅう

仕
し

事
ごと

でイギリスに行
い

った。前
まえ

の晩
ばん

遅
おそ

くに到
とう

着
ちゃく

、明
あ

くる日
ひ

は朝
あさ

９時
じ

から会
かい

議
ぎ

だった。
連  ＿日

ひ

、＿朝
あさ

、＿年
とし

　 類  次
つぎ

の、翌
よく

あける　ヲ空ける [ 動 ]
★３【 RSHQ��D�KROH���YDFDWH��D�VHDW���NHHS�RSHQ��D�GDWH��／

空开，挖开；空出（空间）；留出（时间）／뚫다 , 비우
다 , 시간을 내다／ WKӫQJ��ÿӇ�WUӕQJ��OӏFK��FKӛ� 】

①・壁
かべ

に穴
あな

をあける。 対  ヲふさぐ

②・電
でん

車
しゃ

でお年
とし

寄
よ

りのために席
せき

を空
あ

けた。
③・「今

こん

度
ど

の土
ど

曜
よう

日
び

、空
あ

けておいてね」
☞ 〈自〉空

あ

く

あける　ガ明ける [ 動 ]
★3【 �GDZQ��FRPHV���QHZ�\HDU��VWDUWV���UDLQ\�VHDVRQ��

HQGV／天亮，过，完／새다 , 밝다 , 끝나다／ NӃW�
WK~F��PѭD��P�D«���NӃW�WK~F��QăP����QăP�PӟL� 】

・｛夜
よ

／年
とし

／梅
つ

雨
ゆ

｝が明
あ

ける。
合  ｛夜

よ

／年
とし

／梅
つ

雨
ゆ

｝＋明
あ

け　 対  ガ暮
く

れる（例
れい

．｛日
ひ

／年
とし

｝が暮
く

れる。）

あげる　ヲ揚げる [ 動 ]
★3【 GHHS�IU\��À\��KRLVW�

油炸，放，挂／튀기다 , 띄우다 , 올리다
UiQ��JLѭѫQJ 】

①・油
あぶら

で天
てん

ぷらをあげる。 合  揚
あ

げもの

②・｛たこ／国
こっ

旗
き

　…｝を揚
あ

げる。

あげる　ヲ挙げる [ 動 ]
★1【 WR�UDLVH��JLYH��DQ�H[DPSOH���UHFRPPHQG��VXSSRUW���LQFUHDVH��VXPPRQ�XS��-RLQ�WRJHWKHU��LQ�VXSSRUW���

DV�D�IDPLO\��FRQGXFW��D�FHUHPRQ\���DUUHVW��ULVH�XS／举手，举例，提名，举国，举家 , 竭尽全力，取得，
举行，逮捕／들다 , 꼽다 , 올리다 , 다하다 , 붙잡다／ JLѫ�OrQ��ÿѭD�UD��ÿӅ�Fӱ��Wә�FKӭF��QkQJ�OrQ 】

①・「賛
さん

成
せい

の方
かた

は手
て

を挙
あ

げてください」 対  ヲ下
お

ろす　 関  ガ挙
きょ

手
しゅ

（を）する

②・例
れい

を挙
あ

げて説
せつ

明
めい

するとわかりやすい。
③・次

じ

期
き

社
しゃ

長
ちょう

候
こう

補
ほ

として、野
の

村
むら

氏
し

を挙
あ

げる声
こえ

が多
おお

い。
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④・新
あたら

しい仕
し

事
ごと

を始
はじ

めても、すぐに利
り

益
えき

を挙
あ

げることは難
むずか

しい。
⑤・佐

さ

藤
とう

氏
し

は全
ぜん

力
りょく

を挙
あ

げて患
かん

者
じゃ

のために尽
つ

くした。 連  全
ぜん

力
りょく

を＿

⑥・ 国
くに

を挙
あ

げてオリンピック選
せん

手
しゅ

を応
おう

援
えん

する。　・会
かい

社
しゃ

を挙
あ

げて新
しん

製
せい

品
ひん

を開
かい

発
はつ

する。
⑦・結

けっ

婚
こん

式
しき

を挙
あ

げる。（＝挙
きょ

式
しき

する）　・犯
はん

人
にん

を挙
あ

げる。（＝検
けん

挙
きょ

する）
☞ 〈自〉挙

あ

がる

～あげる　～上げる

１） 上
うえ

へ移
い

動
どう

させる、上
じょう

方
ほう

へ向
む

けて～させる、
  前
まえ

へ移
い

動
どう

させる 【 >5DLVH��8S@�PRYH�a�XSZDUG��KDYH�a�GR�a�XSZDUG��PRYH�a�
DKHDG／举，抬，让⋯⋯往前移动／위로 이동하다 , 위쪽을 향해 
~ 시키다 , 앞으로 이동시키다／ ÿѭD�OrQ��OjP�FKR�OrQ�WUrQ 】

　もちあげる　ヲ持ち上げる [ 動 ]
★2【 UDLVH��SLFN�XS

拿起来／들어 올리다
QkQJ�OrQ� 】

   ・荷
に

物
もつ

を持
も

ち上
あ

げる。　  　〈自〉持
も

ち上
あ

がる

２）十
じゅう

分
ぶん

に～する、程
てい

度
ど

を高
たか

める 【 >5DLVH��8S@�GR�a�FRPSOHWHO\��UDLVH�D�GHJUHH
（程度）提高，增加，长进／충분히 ~ 하다 , 수
준을 높이다／ OjP�WăQJ 】

　きたえあげる　ヲ鍛え上げる [ 動 ]
★2【 GULOO

锻炼好／충분히 단련하여 완성시키다
UqQ�OX\ӋQ�OrQ 】

   ・選
せん

手
しゅ

たちを鍛
きた

え上
あ

げる。　・鍛
きた

え上
あ

げられた肉
にく

体
たい

　みがきあげる　ヲ磨き上げる [ 動 ]
★2【 SROLVK�XS

擦亮，打磨／닦아서 완성하다
ÿiQK�EyQJ�OrQ 】

   ・磨
みが

き上
あ

げた靴
くつ

　・｛床
ゆか

／家
か

具
ぐ

／鏡
かがみ

　…｝を磨
みが

き上
あ

げる。

３）完
かん

了
りょう

する、達
たっ

成
せい

する 【 >5DLVH��8S@�FRPSOHWH��DFKLHYH
完了，完成，做完／완료하다 , 달성하다
KRjQ�WKjQK��[RQJ 】

　かきあげる　ヲ書き上げる [ 動 ]
★2【 ¿QLVK�ZULWLQJ��ZULWH�RII

写完／다 쓰다
YLӃW�[RQJ��KRjQ�WKjQK 】

   ・レポートを書
か

き上
あ

げた。 　 〈自〉書
か

き上
あ

がる

　そだてあげる　ヲ育て上げる [ 動 ]
★2【 EULQJ�XS

抚养大，养育成人／길러 내다
QX{L�OӟQ��WUѭӣQJ�WKjQK 】

   ・子
こ

供
ども

を育
そだ

て上
あ

げる。

４）一
ひと

つ一
ひと

つ取
と

り上
あ

げて示
しめ

す 【 >5DLVH��8S@�WDNH�XS�DQG�VKRZ�HDFK�RQH�RI�
WKHP／举例，举出，报名／하나씩 다루어 제
시하다／ WӯQJ�FiL�PӝW 】

　かぞえあげる　ヲ数え上げる [ 動 ]
★2【 HQXPHUDWH

列举出来／열거하다
ÿӃP�WӯQJ�FiL�PӝW 】

   ・欠
けっ

点
てん

を数
かぞ

え上
あ

げる。

　よみあげる　ヲ読み上げる [ 動 ]
★2【 UHDG�RXW�

宣读，高声读／낭독하다
ÿӑF�WӯQJ�FiL�PӝW 】

   ・卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の名
な

前
まえ

を読
よ

み上
あ

げる。



あ行

19

か行

さ行

た行

な行

は行

ま行

や行

ら行

わ行

あこがれる　ガ憧れる [ 動 ]
★2【 ORQJ�IRU

憧憬，向往／동경하다 , 그리워하다
QJѭӥQJ�Pӝ 】

・｛プロの選
せん

手
しゅ

／スター　…｝に
4

憧
あこが

れる。
・子

こ

供
ども

のころ、田
いなか

舎に住
す

んでいた私
わたし

は華
はな

やかな都
と

会
かい

に憧
あこが

れていた。
（名）憧

あこが

れ→　ニ＿を抱
いだ

く

あさい　浅い [ イ形 ]
★3【 VKDOORZ�

浅，淡；不深，浅薄／얕다 , 깊지 않다
Q{QJ�tW��NLQK�QJKLӋP��TXDQ�KӋ«� 】

①・この川
かわ

は浅
あさ

いので、子
こ

供
ども

が泳
およ

いでも危
あぶ

なくない。
②・｛眠

ねむ

り／経
けい

験
けん

／知
ち

識
しき

／考
かんが

え／関
かん

係
けい

／つき合
あ

い　…｝が浅
あさ

い。
対  ①②深

ふか

い

あざむく　ヲ欺く [ 動 ]
★1【 WR�GHFHLYH��WULFN

骗欺／속이다
OӯD�ÿҧR��OӯD��OӯD�JҥW 】

・人
ひと

を欺
あざむ

いてでも利
り

益
えき

を得
え

ようという考
かんが

え方
かた

には同
どう

意
い

できない。
・「敵

てき

を欺
あざむ

くにはまず味
み

方
かた

から」というのは、中
ちゅう

国
ごく

の古
ふる

い本
ほん

に出
で

てくる言
こと

葉
ば

だ。
類  ヲだます　 関  ヲ偽

いつわ

る

あざやかな　鮮やかな [ ナ形 ]
★1【 YLEUDQW��YLYLG��VNLOOIXO／鲜艳，清晰，巧妙，

精湛／선명한 , 산뜻한 , 뚜렷한 , 멋진
WѭѫL 】

①・このポスターは色
いろ

が鮮
あざ

やかで目
め

を引
ひ

く。　・当
とう

時
じ

のことを鮮
あざ

やかに思
おも

い出
だ

した。
　 合  色

いろ

＿、鮮
あざ

やかさ　 対  不
ふ

鮮
せん

明
めい

な　 類  鮮
せん

明
めい

な

②・〈スポーツ〉田
た

中
なか

選
せん

手
しゅ

は鮮
あざ

やかなゴールを決
き

めた。 　 類  見
み

事
ごと

な

あじわう　ヲ味わう [ 動 ]
★2【 WDVWH��HQMR\��DSSUHFLDWH��H[SHULHQFH

尝，品味；体验，经历／맛보다 , 겪다
WKѭӣQJ�WKӭF 】

①・久
ひさ

しぶりにふるさとの料
りょう

理
り

をゆっくり味
あじ

わうことができた。
　（名）味

あじ

わい（例
れい

．この歌
うた

にはしみじみとした味
あじ

わいがある。）
②・｛快

かい

感
かん

／苦
くる

しみ／悲
かな

しみ　…｝を味
あじ

わう。

あずかる　ヲ預かる [ 動 ]
★３【 ORRN�DIWHU�

（代人）保管／맡다
FKăP�VyF��WU{QJ�QRP 】

・旅
りょ

行
こう

に行
い

く友
とも

達
だち

から
4 4

犬
いぬ

を預
あず

かることになった。
対  ヲ預

あず

ける


